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― About the influence that the presence of the baby childcare experience exerts 

on the childcare givers’ consideration―
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Abstract: In the baby child care, there is an important role to support man’s growth 
development at the early stage.　Moreover, it is necessary to consider the life maintenance 
and the safety control of the baby who is a passive person in the baby child care enough.  
As shown in these importances, the high quality of child care is required of the child care 
person who takes care of the baby.　However, because of it is necessary knowledge and 
the technology may take up various topics in the baby child care, it is necessary the ability 
which is based on the experience might to acquire them.　The purpose of this research is 
to examine a necessary consideration for the baby child care by comparing with the child 
care person who acquired the experience and who has little experience in the baby child 
care.　As a result, the width of consideration by the difference of the experience of the 
child care person was not confirmed.　However, the child care person’s having consideration 
to the baby child care deepened more with an increase in experience became clear.
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Ⅰ．問題の所在と研究の目的

　生理的早産といわれる（ポルトマン，1961）人間に
おいて，高い潜在能力を有し，自ら成長しようとする
点では能動的な存在である乳児であるが，生理的には
受動的であり，保護者をはじめとする養育者の存在無
くしては生命維持すらままならない。それだけでなく，
本来持ち得る能力の獲得・発揮においても，養育者に
委ねられるところが少なくない。
　ところで，乳児に関して，わが国では，合計特殊出
生率が低下する最中にあっても，乳児の保育所在園児
数は増加している（増田，2005）。増田（2005）も言
うように，これは核家族化や女性の社会進出に加え，

多様な保育ニーズに応えるべく保育施策の拡充がなさ
れたことが理由として考えられる。これを踏まえれば，
わが国においては，多くの保育所保育士が乳児の養育
者を担っている状況が窺い知れよう。
　このような状況にある保育士には，乳児の養育者と
して期待される所は大きい。例えば上田（2003）は，
第一愛着対象者との愛着関係が不安定な乳幼児にとっ
て，保育者が，第一愛着対象者の代理になり得るだけ
でなく，第一愛着対象者との愛着関係改善においても
寄与する可能性を示している。また，松永ら（2001）は，
乳児の状態把握，安心感の提供という点から，乳児保
育における保育者と乳児の相互関係構築の重要性に言
及している。このように，乳児保育において保育士に



上村　眞生・七木田　敦

― 300 ―

は，乳児の安定した生活の確保に加え，生得的能力発
揮を促す養育者としてセンシティブな関わりが必要と
されている（阿部，2007；乳児保育研究会，2005）。
　一方で，昨今，乳児の死亡事故や SIDS（乳幼児突
然死症候群）の問題が度々取り沙汰されている。冒頭
で述べたように，乳児はあくまで生理的には受動的で
あり，原因が定かではない状況でも簡単に命を落とし
得る存在である。これに対して，インターネットやポ
スター，リーフレット等を通した啓発活動が行われて
いる。そして，当然保育士も，このような乳児の安全
管理について細心の注意を払わなければならない。
　つまり，保育所保育士においては，養育者としての
繊細な関わりと，細心の安全管理を両立することが求
められているといえる。乳児保育や，保育所における
リスクマネジメント等の文献を散見すれば（汐見ら，
2007；田中，2006），その心構えや方法論，個別の事
例への対応が紹介されてはいるが，これらの多岐に渡
る情報は，保育士にどのように整理され，保育実践の
中でどう発揮されているのかは定かではない。対象が
乳児であることを踏まえれば，ある一定の水準が必要
であることは疑いようがないが，乳児保育の経験の違
いによって，各保育士間で違いがあることも考えられる。
　そこで本研究では，乳児保育において，保育士がど
のような意識を持って実践を行っているかを明らかに
する。さらに，乳児保育の経験の有無により，その意
識にどのような差異が生じるのかについて検討する。

Ⅱ．方　法

　乳児保育における保育士の意識を明らかにするた
め，インタビューによる調査を行った。
ⅰ）調査対象
　乳児保育を経験することで生じるであろう意識の差
異を調べるため，Ｈ県にある私立Ｓ保育所に勤務する
乳児保育の経験年数が異なる保育士３名を対象とし
た。保育士の選考は，幼児の保育・乳児の保育共に経
験がある保育士，幼児の保育経験はあるが乳児保育の
経験がない保育士，幼児の保育経験がないが乳児の保
育経験がある保育士という理由で行った。各保育士の
属性を表１に示す。

ⅱ）調査期間
　2008年７月に調査を行った。
ⅲ）手続き
　調査対象とした保育所の乳児クラスのＡ保育士に事
前の聞き取りを行い，保育所での乳児の一日の生活の
流れを調査した。それを基に，９つの保育場面（登園・
あそび・排泄・おむつ交換・おやつ・ミルク・離乳
食・午睡・降園）を抽出し，その際配慮することにつ
いてインタビューにより調査を行った。インタビュー
中には許可をもらい録音，内容を書き起こした。

Ⅲ．結　果

ⅰ）登　園
　登園についての各保育士のインタビュー結果の要旨
を表２に示す。
　どの保育士についても，健康に関する意識が伺え
る。特に保育士Ａにおいては，その場でできる対応は
すぐに済ませるという姿勢が見られる。また，保育士
Ｃについても，体調面での乳児の不安が確認された際
は，継続してこまめに経過を観察しようとしている。
保育士Ｂは，乳児の状態把握，体調管理については意
識しているものの，乳児保育の経験がないことからか，
実際の行動まではイメージできいないと考えられる。

ⅱ）あそび
　あそびについての各保育士のインタビュー結果の要
旨を表３に示す。
　三保育士とも，まずは子どもの安全確保を意識して
いることが分かる。その上で，保育士Ｃはあそびが子
どもにとって適切かどうかという意識を持っている。
さらに保育士Ａは，あそびを発展させるためにどのよ
うな環境設定が必要であるか，自身がどのようなこと
をすればよいかをも意識している。また，「なめたり
口にしたおもちゃをその都度消毒する」という回答か
らは，目の前の子どもだけでなく，クラス全体の子ど
もを意識していることが推察される。そして，「動き
やすい服装」，「ベビーカーやワゴンの点検」という回
答からは，次のあそびの展開まで見通して目の前の子
どもに接していると考えられる。

表１．各保育士の属性

表２．登園について
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ⅲ）排　泄
　排泄についての各保育士のインタビュー結果の要旨
を表４に示す。
　昨今，感染症の問題が度々取り沙汰されているため
か，排泄ということで，衛生管理について各保育士と
も意識していることが分かる。その中で，保育士Ａは
乳児の心情にまで配慮していることが読み取れ，保育
士Ｃは生活リズムの中での排泄の位置づけを意識して
いる。また，保育士Ａは排泄における対応について，
より具体的なイメージを持っていることが考えられる。

ⅳ）おむつ交換
　おむつ交換についての各保育士のインタビュー結果
の要旨を表５に示す。
　排泄同様，衛生管理に配慮する各保育士の姿が見て
とれる。さらに保育士Ｃは乳児との関係づくりを，保
育士Ａは加えて安全管理についても意識していること
が確認できる。
　排泄と合わせて，保育士Ｂが担当している乳児以外の
クラスでは，基本的に乳児とは排泄処理の仕方も異な
り，配慮しなければいけないことは意識できるものの，
実際の行動まではイメージできていない様が伺える。

ⅴ）おやつ
　おやつについての各保育士のインタビュー結果の要
旨を表６に示す。
　椅子から落ちるというリスクファクターについては
どの保育士も意識しているが，嚥下や欲求まで意識で
きているのは乳児保育の経験がある二人の保育士であ
る。ここでも保育士Ａは，具体的な乳児の姿をイメー
ジできていることが伺える。また，保育士Ｂについて
は，幼児期の子どもをイメージして回答していると推
察され，乳児の具体的な生活や発達段階については，
他の保育士との間に差があるといえるだろう。

ⅵ）ミルク
　ミルクについての各保育士のインタビュー結果の要
旨を表７に示す。
　喫食という観点について特に意識している保育士Ｂ
と保育士Ｃに対して，保育士Ａは，前後の安全・衛生
管理にも配慮していることが分かる。これは，目の前
の状況だけでなく，見通しを持って乳児のことを把握
していることに起因すると考えられる。

ⅶ）離乳食について
　離乳食についての各保育士のインタビュー結果の要
旨を表８に示す。
　食事という観点からすれば，普段は幼児を対象とし
ている保育士Ｂもイメージができるようで，保育士Ｃ
と同じような意識があることが分かる。とはいえ，乳
児がまだ自分では食べることができないということは
イメージしきれておらず，保育士Ａと比較すると具体
性にやや欠ける回答であった。また，「除去食」の件
については，クラスを担当する立場にある保育士Ａな

表３．あそびについて

表４．排泄について

表５．おむつ交換について

表６．おやつについて

表７．ミルクについて



上村　眞生・七木田　敦

― 302 ―

らではの，クラス全体を意識できている点であると考
えられる。

ⅷ）午睡について
　午睡についての各保育士のインタビュー結果の要旨
を表９に示す。
　昨今さかんに取り上げられている，SIDS の問題が
ある最中であり，普段乳児を保育している保育士Ａと
保育士Ｃは具体的に午睡時のイメージがあることが分
かる。保育士Ｂも特に SIDS に関するであろう意識が
伺えるが，他の保育士と比較すると，普段乳児を目の
前にしていないためか，イメージに限界があるようで
ある。

ⅸ）降　園
　降園についての各保育士のインタビュー結果の要旨
を表10に示す。
　どの保育士も保護者との連携を重視していることが
分かる。その中で，保育士Ａは保護者に乳児を手渡す
まで，自身の責任であることを強く意識していると考
えられる回答であった。特に，乳児クラスの担任であ
り，長きに渡って乳児保育に携わってきたことから来
る回答であると考えられる。

Ⅳ．考　察

　以上より，各保育士とも乳児を対象とする際，最初
に意識しているのは安全管理であることが明らかと
なった。それを充足した後，子どもの発達の促進や精
神的な充足感を満たすことができるような配慮がなさ
れている。すなわち，乳児保育において必要とされる
養護的配慮を満たした上での教育的配慮（高野ら，
2004）については，どの保育士においても認識されて
おり，一定の基準として確立されていると考えられる。
　その上で，乳児保育の経験年数の違いにより，配慮
する深度が大きく異なることが明らかとなった。乳児
保育の経験が浅い保育士は，配慮することは意識化で
きるものの，それを実際の子どものイメージと一致さ
せることは困難であると考えられる。僅かでも毎日乳
児と関わることで，乳児のイメージを明確に持つこと
ができ，自身の意識と統合して保育実践に結び付ける
ことができると考えられる。さらに，より経験を積む
ことで，乳児の発達についても明確なイメージを持つ
に至り，その中で今の状態の乳児にはどのような援助
が必要かを取捨選択して，保育を行うことができるよ
うになると考えられる。
　とはいえ，本研究では，対象とする保育士が３名で
あり，妥当性については予想の域を出ないものであ
る。そこで今後は，対象拡大のための量的調査を視野
に入れた，検討が必要であると考える。
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